
広
報

広
報

ひ
と
・
里
・
森
が
ふ
れ
あ
い
 と
も
に
輝
く
 元
気
な
ま
ち

2
0
1
6

３№
1
4
0



開
催
　
２
月
28
日
〜
４
月
24
日

場
所
　
久
万
町
商
店
街

第
２
回 

く
ま
ま
ち 

ひ
な
ま
つ
り 

１
万
３
千
体
の
ひ
な
人
形

第
２
回 

く
ま
ま
ち 

ひ
な
ま
つ
り 

１
万
３
千
体
の
ひ
な
人
形

久
万
高
原
町
に
春
を
呼
ぶ

　

初披露「ひなダンス」

　

町商工会女性部

　

町連合婦人会久万分会久万支部

　「
あ
け
ぼ
の
座
」前
に
、
初
と
な
る「
顔
出
し
看
板
」が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。「
何
か
記
念
に
残
る
も
の
を
と
思
い
作
り
ま
し
た
。

夕
べ
遅
く
ま
で
か
か
っ
て
、
み
ん
な
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し

た
」
と
製
作
者
の
石
丸
正
之
さ
ん
。
記
念
写
真
を
撮
る
姿
を
う

れ
し
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
28
日
、
久
万
町
商
店
街
で
、
久
万
高
原
町
ひ
な
ま
つ

り
運
営
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
第
２
回
く
ま
ま
ち
　
ひ
な
ま

つ
り
」
の
開
展
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
暖
か
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
ま
た
第
36
回
く
ま
く
る

ま
る
し
ぇ（
軽
ト
ラ
市
）と
の
同
時
開
催
も
あ
り
、
商
店
街

は
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
５
千
人
も
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
ひ
な
人
形
は
、
今
年
で
約
１
万
３

千
体
と
な
り
、
商
工
会
女
性
部
・
青
年
部
、
連
合
婦
人
会
、

地
域
住
民
ら
の
手
に
よ
り
、
８
８
０
㍍
の
商
店
街
の
店
舗
や

軒
先
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
の
「
あ
け
ぼ
の
座
」
に
は
、
約
２
千

体
が
飾
ら
れ
、
入
口
正
面
の
大
型
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
高
さ
３
・

５
㍍
）
に
来
場
者
は
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

　
開
展
式
で
は
、
神
事
や
人
形
供
養
が
行
わ
れ
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ソ
ン
グ
「
ま
ち
並
み
ひ
な
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
ひ
な

ガ
ー
ル
に
よ
る
「
ひ
な
ダ
ン
ス
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
髙
野
町
長
は
「
関
係
者
の
方
々
が
心
一
つ
に
、
一
枚
岩
と

な
っ
て
努
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま

ち
の
活
性
化
に
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」と
、ま

た
、
大
野
正
志
運
営
委
員
長
は
「
飾
る
だ
け
で
は
な
く
て
、

作
品
と
し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
地
域
の
人
と

幸
せ
を
分
け
合
い
、
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
に
ぎ
わ
い
創
生

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
根
付
か
せ
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

特集

ひなまつりひなまつりひなまつり
くままち

特集

ひなまつりひなまつりひなまつり
くままち
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ま
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ま

つ
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」
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開
展
式
が
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催
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ま
し
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当
日
は
暖
か
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
ま
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36
回
く
ま
く
る

ま
る
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軽
ト
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市
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時
開
催
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、
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店
街
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内
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か
ら
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ま
っ
た
ひ
な
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年
で
約
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万
３

千
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と
な
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工
会
女
性
部
・
青
年
部
、
連
合
婦
人
会
、

地
域
住
民
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の
手
に
よ
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、
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８
０
㍍
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商
店
街
の
店
舗
や

軒
先
に
飾
ら
れ
て
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ま
す
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
の
「
あ
け
ぼ
の
座
」
に
は
、
約
２
千

体
が
飾
ら
れ
、
入
口
正
面
の
大
型
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
高
さ
３
・

５
㍍
）
に
来
場
者
は
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

　
開
展
式
で
は
、
神
事
や
人
形
供
養
が
行
わ
れ
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ソ
ン
グ
「
ま
ち
並
み
ひ
な
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
ひ
な

ガ
ー
ル
に
よ
る
「
ひ
な
ダ
ン
ス
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
髙
野
町
長
は
「
関
係
者
の
方
々
が
心
一
つ
に
、
一
枚
岩
と

な
っ
て
努
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま

ち
の
活
性
化
に
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」と
、ま

た
、
大
野
正
志
運
営
委
員
長
は
「
飾
る
だ
け
で
は
な
く
て
、

作
品
と
し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
地
域
の
人
と

幸
せ
を
分
け
合
い
、
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
に
ぎ
わ
い
創
生

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
根
付
か
せ
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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昨
年
よ
り
も
っ
と
い
い

も
の
を
！
と
今
年
も
住
民

ら
は
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
テ
レ
ビ
・
新
聞

の
取
材
も
多
く
、
久
万
町

商
店
街
は
、
連
日
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
工

夫
さ
れ
た
ひ
な
飾
り
、
ど

う
ぞ
歩
い
て
ゆ
っ
く
り
観

賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

毎
回
新
し
い
発
見
が
あ
り

ま
す
。

　
彩
り
に
ぎ
や
か
な
「
く

ま
ま
ち
 

ひ
な
ま
つ
り
」を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

特集

ひなまつりひなまつりひなまつり
くままち

特集

ひなまつりひなまつりひなまつり
くままち
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あなたの地域のお気に入りの風景や
景色を教えてください

再 発 見

久万山めぐり久万山めぐり

　今から300年以上前の江戸時代に山之内彦左衛門
（後の仰西）が、水田に水を引くことができず困って
いた農民を救うために、私財を投じて固い岩盤を掘
削し、長さ57㍍、幅1.2㍍、深さ1.5㍍の灌漑用水路

「仰西渠」（県指定史跡）を完成させました。その偉業
を称えて国道33号沿いに建立された「仰西渠之碑」
が、昨年の歩道拡張工事に伴い整備されました。碑の

後部にある階段を下ると、今もなお往時のまま水田を
潤している仰西渠にたどり着きます。対岸は休憩所に
整備され、春にはさくらを楽しむことができます。
　久津岡さんは「国道からも見やすく、上がりやすく
なりました。固い岩盤をノミと槌だけで切り開いた仰
西渠を一度訪ねてみてください」と言われます。

＜仰西渠之碑＞

久
津
岡
み
さ
子

＝
西
明
神　

仰
西
＝

表紙の写真

　昨年の御用木まつりで「還暦御神木」を運行した
同級生約10人が制作しました。細かいところまで
工夫され、勇壮な御用木を表現しています。

目次　contents

02　第2回くままち　ひなまつり

06　久万山めぐり
西明神　久津岡みさ子さん　 

07　ぐるっとレポート
正岡道一さんからデジタルＸ線テレビシステム寄贈、町柔

道・剣道大会（柔道の部）、フットサル大会、美川地区公民

館卓球大会、面河地区卓球大会、えひめ国体競技別リハーサ

ル大会　ほか

10　ふるさと魅力発信
学芸員からのhot news 

12　News & Information
消費生活相談、支所だより（面河）、国民年金（会社を退職

された方へ）、年金生活者等支援臨時福祉給付金、農業者年

金、交通遺児等育成基金貸付制度・重度後遺障害者介護料支

給制度　ほか

22　くらしの情報
消防だより／図書館だより／健康づくり／４月カレンダー

27　久万山文芸

28　自治会の旅　109
美川地区　大川中通自治会

　まちづくりのご提案やご質問などは、毎

月の町長室開放デーや、役場に設置してお

ります「まちづくり提案箱」をご利用くだ

さい。

　また、皆さんから広報紙掲載に関する情

報提供もお待ちしております。

皆さんの声をまちづくりに!!
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町
立
病
院
で
は
、
昨
年
末
に
Ｘ

線
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
（
３
１
２
９

万
円
で
平
成
12
年
導
入
）が
故
障
し

更
新
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
町
の
出
身
で
あ
る
正
岡
道
一
さ

ん
か
ら
こ
の
た
び
シ
ス
テ
ム
一
式

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
は
、
胃
透
視
（
胃
の

検
査
※
バ
リ
ウ
ム
）
や
注
腸
、
Ｃ

Ｓ
（
大
腸
の
検
査
）
そ
の
他
の
透

視
検
査
な
ど
を
実
施
す
る
も
の

で
、
以
前
の
装
置
で
は
身
体
全
体

の
広
い
範
囲
の
撮
影
に
は
不
向
き

で
し
た
が
、
新
し
い
装
置
で
は
撮

影
が
容
易
に
な
る
ほ
か
、
被
曝
量

も
軽
減
・
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で

安
心
し
て
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
非

常
に
鮮
明
な
画
像
を
得
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
診
断
率
の
向
上
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

正
岡
さ
ん
に
は
平
成
21
年
度
に

も
一
億
円
の
医
療
機
器
を
寄
贈
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た

び
も
「
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管

理
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
の
あ

り
が
た
い
ご
配
慮
に
よ
り
迅
速
な

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
病
気
リ
ス
ク
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
に
精
一
杯
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

久
万
中
学
校
武
道
場
に
お
い
て
、
町
柔
道
・
剣
道
大

会
（
柔
道
の
部
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

剣
道
の
部
は
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
柔

道
の
部
は
鏡
開
き
と
併
せ
て
開
催
し
、
交
流
の
あ
る
松

山
市
内
の
チ
ー
ム
や
、
南
国
市
な
ど
か
ら
も
参
加
が
あ

り
大
変
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
の

選
手
ら
も
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手
と
対
戦
す
る
な
ど
、
新

た
な
目
標
づ
く
り
の
実
り
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

正
岡
道
一
さ
ん
か
ら

デ
ジ
タ
ル
Ⅹ
線
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
寄
贈

第
11
回 

久
万
高
原
町
柔
道
・
剣
道

大
会
　（
柔
道
の
部
）

鏡開き

　

第
６
回
目
を
迎
え
る
久
万
高
原
町
サ
ッ

カ
ー
協
会
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
は
、
１
月
13
日

か
ら
毎
週
水
曜
日
の
夜
間
、
久
万
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
中
積
雪
の
為
１
週
間
延
期
と
な
り
ま

し
た
が
、
６
チ
ー
ム
が
総
当
り
の
リ
ー
グ
戦

を
戦
い
上
浮
穴
高
校
が
優
勝
し
ま
し
た
。

優　

勝　

上
浮
穴
高
校
Ａ

準
優
勝　

Ｆ
Ｃ
大
野

最
優
秀
選
手
賞　

猪
森　

龍
乃

第
６
回
　
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

1/
13

1/
9

部
門（
個
人
）
順　

位

氏　

名

幼　
　

児

３　

位

石
丸　

宗
弦
（
上
浮
穴
）

小
学
２
年

３　

位

緒
方　

勝
昇
（
上
浮
穴
）

小
学
５
年

３　

位

藤
岡　
　

潮
（
上
浮
穴
）

小
学
６
年

準
優
勝

渡
邊　

菜
月
（
上
浮
穴
）

高
校
一
般

優　

勝

上
野　

芳
敬
（
久　

万
）

３　

位

松
本　

幸
市
（
上
浮
穴
）
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美
川
中
学
校
体
育
館

に
お
い
て
美
川
地
区
公

民
館
卓
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生

か
ら
社
会
人
ま
で
団

体
・
個
人
合
わ
せ
て
14

チ
ー
ム
、
約
50
人
の
参

加
が
あ
り
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

面
河
体
育
館
に
お
い
て
面
河
地
区
卓
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
団
体
戦
は
面
河
地
区
５
分
館
と
オ
ー
プ

ン
参
加
の
美
川
中
学
校
か
ら
17
チ
ー
ム
、
個
人
戦
に
48

人
が
参
加
し
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

美
川
地
区
公
民
館
卓
球
大
会

第
47
回
面
河
地
区
卓
球
大
会

2/
14

2/
14

男子団体戦を制した若山Ａチームの皆さん

女子団体戦を制した中組Ａチームの皆さん

　

え
ひ
め
国
体
の
開
催
に
向
け
、
各
会
場
で
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
と
し
て
全
国
規
模
の
大
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
！

　

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
試
合
を
見
な
が
ら
、
会
場
で
一
緒
に
国
体

開
催
気
運
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

　

各
大
会
の
日
程
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体

競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
始
ま
り
ま
す
！

入賞者の皆さん

団
体
戦

優　

勝

準
優
勝

男
子

１
部

美　

川　

南　

Ａ

美　

川　

西　

Ａ

２
部

美　

川　

西　

Ｂ

仕　

七　

川　

Ｄ

女
子

仕　

七　

川　

Ａ

仕　

七　

川　

Ｂ

個
人
戦

優　

勝

準
優
勝

男
子

Ａ
級

吉　

田　
　
　

務

髙　

橋　

大　

輔

Ｂ
級

岡　

田　

裕　

吾

髙　

岡　

諒　

介

Ｃ
級

林　
　
　

翔　

太

髙　

橋　

充　

将

Ｄ
級

木　

岡　

加
寿
樹

吉　

田　

知　

仁

女
子

Ａ
級

髙　

岡　

華　

花

沖　

中　

涼　

香

Ｂ
級

松　

下　

愛　

梨

吉　

田　

あ
い
り

団

体

男

子

優　

勝

若　
　

山　
　

Ａ

準
優
勝

中　
　

組　
　

Ａ

団

体

女

子

優　

勝

中　
　

組　
　

Ａ

準
優
勝

中　
　

組　
　

Ｂ

個
人
男
子
１
部

優　

勝

加　

藤　

雄　

大

準
優
勝

松　

岡　

賢　

祐

個
人
男
子
２
部

優　

勝

中　

川　

昂　

史

準
優
勝

松　

本　

祐　

門

個
人
女
子
の
部

優　

勝

中　

川　
　
　

和

準
優
勝

菅　
　
　

葉
瑠
陽

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
ト
ッ
プ
を
切
る
の
は
！

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技（
成
年
男
子
・
女
子
）

「
２
０
１
６
関
西
セ
ブ
ン
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

こ
の
大
会
は
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
関
西
代
表
決
定
戦

～
学
生
対
社
会
人
の
真
剣
勝
負
～

日
程
：
４
月
９
日
（
土
）
～
10
日
（
日
）

会
場
：
久
万
高
原
町
ラ
グ
ビ
ー
場

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・
久
万
高
原
町
実
行
委
員
会

【

】（
２
１
）
０
１
３
９

【
４
月
10
日　

午
後
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
ま
す
】

い
よ
い
よ

４
月
か
ら

【問い合わせ】国体式典課
☎０８９－９４７－５６２２ えひめ国体 検　索
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ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
　
そ
の
３

　

久
万
高
原
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
森
の
ハ
ー
バ

ル
ラ
イ
フ
」
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
生
活
習
慣
の
中
に
和
の
ハ
ー
ブ
を
取
り
入
れ
て

き
た
本
町
な
ら
で
は
の
ハ
ー
ブ
文
化
を
、
全
国
に
発
信
す
る
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
、
グ
ル
ー
プ

の
取
り
組
み
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
ハ
ー
ブ
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
、
久
万
町
商
店
街
、
各
学
校
な
ど
の
公
共

施
設
に
ハ
ー
ブ
の
植
栽
を
行
う
ほ
か
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
に
は
ハ
ー
ブ

苗
を
販
売
し
ま
す
。
本
町
の
気
候
に
合
う
約
15
品
種
の
苗
を
供
給
予
定
で
、

現
在
は
播
種
（
種
ま
き
）
を
行
い
、
苗
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
植
栽
用
の
プ

ラ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
上
浮
穴
高
校
の
協
力
を
得
て
、
本
町
ら
し
い
木
製

カ
バ
ー
プ
ラ
ン
タ
ー
を
用
意
し

て
お
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

施
設
で
使
用
す
る
予
定
で
す
。

今
後
、
４
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
、
ハ
ー
ブ
栽
培
講
習
会

や
苗
・
プ
ラ
ン
タ
ー
配
布
を
予

定
し
て
お
り
、
少
し
ず
つ
町
で

ハ
ー
ブ
を
目
に
す
る
機
会
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
の
で
楽
し
み

に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

☆
ハ
ー
ブ
植
栽
・
教
育
グ
ル
ー
プ

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
久
万
高
原
の
自
然
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
生
物
の
調
査
や
採
集
、
自
然
観
察
な
ど

を
す
る
通
称
「
モ
モ
ク
ラ
」
28
年
度
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　

身
近
な
自
然
を
も
っ
と
知
り
た
い
！
動
物
や
植
物

が
好
き
！
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
対

象
は
小
学
３
年
生
以
上
で
、
大
人
の
方
も
大
歓
迎

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

　

興
味
の
あ
る
方
は
博
物
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
毎
年
恒
例
の
「
夜
の
生
き
物
観
察
会
」「
水
晶

採
集
会
」
の
ほ
か
マ
ダ
ニ
や
カ
ニ
ム
シ
の
観
察
会
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
面
河
山
岳
博
物
館(

担
当

︰

矢
野)

　


（
５
８
）
２
１
３
０

面
河
山
岳
博
物
館
よ
り

モ
モ
ン
ガ
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
開
始

木製プランター

　

バ
ジ
ル
は
シ

ソ
科
の
一
年
草

で
、
食
欲
を
そ

そ
る
香
り
を
放

つ
こ
と
か
ら
、

世
界
各
地
の
料

理
で
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
定

番
の
バ
ジ
ル

ソ
ー
ス
の
ほ
か
に
、
ト
マ
ト
な
ど
野
菜
や
チ
ー

ズ
と
相
性
が
よ
く
、
料
理
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る

だ
け
で
イ
タ
リ
ア
ン
な
風
味
に
仕
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
輪
切
り
の
ト
マ
ト
に

バ
ジ
ル
を
の
せ
、
塩
、
粗
挽
き
コ
シ
ョ
ウ
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
か
け
る
だ
け
で
食
卓
を
彩
る

オ
シ
ャ
レ
な
サ
ラ
ダ
が
完
成
し
ま
す
。

　

バ
ジ
ル
に
は
、
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
高

め
る
強
壮
作
用
や
、
神
経
を
落
ち
着
か
せ
る
鎮

静
作
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
効
能
か
ら
、
腹
痛

や
偏
頭
痛
、
不
眠
症
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
苗
が
手
に
入
り
や
す
く
比
較
的
育
て

や
す
い
た
め
、
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
ご
家
庭
の

ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
、
気
軽
に
栽
培
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

今
月
の
ハ
ー
ブ
「
バ
ジ
ル
」

夜の観察会ではセミの羽化が観察できます。
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ふるさと魅力発信

　
最
近
夜
更
け
の
東
の
空
に
た
い
へ
ん
明

る
い
星
が
見
え
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か

れ
ま
し
た
か
？
あ
れ
は
木
星
で
す
。
地
球

と
同
じ
惑
星
の
一
つ
で
す
が
、
一
年
で
太

陽
の
周
り
を
一
回
り
す
る
地
球
よ
り
も

ず
っ
と
外
側
を
回
っ
て
い
る
た
め
、
一
周

す
る
の
に
12
年
も
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で

地
球
か
ら
観
察
す
る
と
黄
道
12
星
座（
星
占

い
に
使
わ
れ
る
星
座
）の
間
を
毎
年
一
つ
ず

つ
巡
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
ま
す
。
今
年

の
木
星
は
春
の
星
座
で
あ
る
し
し
座
の
方

向
に
見
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
５
月
に
か

け
て
一
番
の
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
明
る
さ
か
ら
肉
眼
で
も
楽
し
め
る

星
で
す
が
、
望
遠
鏡
を
使
う
と
よ
り
興
味

深
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
ず
数
本

の
ス
ジ
の
よ
う
な
模
様
。
木
星
は
地
球
と

違
っ
て
地
面
を
持
た
な
い
ガ
ス
惑
星
。
そ

れ
が
非
常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
自
転
し
て

い
る
た
め
に
ガ
ス
が
東
西
に
引
き
ず
ら
れ
、

成
分
の
異
な
る
ガ
ス
が
ス
ジ
と
な
っ
て
見

え
ま
す
。
ま
た
木
星
の
周
囲
に
目
を
向
け

る
と
、
一
直
線
に
並
ん
だ
星
が
４
個
見
つ

か
り
ま
す
。
こ
れ
は
木
星
の
衛
星
た
ち
。

地
球
の
衛
星（
月
）は
１
個
で
す
が
、
木
星

に
は
確
実
な
も
の
だ
け
で
53
個
も
あ
り
、

そ
の
う
ち
４
個
は
比
較
的
小
さ
な
望
遠
鏡

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
春
本
番
を
迎
え
て
夜
の
冷
え
込
み
も
ゆ

る
ん
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
天
文
台
で
そ
の

神
秘
的
な
姿
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
中
村
）

久万高原は
コウモリの聖地だ！

天体観測館　４１－０１１０

天体ブログ
http://ameblo.jp/kuma-obs/

学芸員のつぶやき
　
■暖められた地面から発生する上
昇気流によって巻き上げられたチ
リが春霞。その他にもスギ花粉あ
り黄砂ありPM2.5ありと、春は
空気の透明度が悪い季節です。星
を見るには不利ですが、気流が安定するので惑星の
細かい模様を見るには好都合。何事にも一長一短が
あるものです。

学芸員のつぶやき
　
■さあ、新年度ですね。春は外来種のソ
ウシチョウ（鳥の名前です）、夏はマダニ
やスズメバチ、マムシなど危険な動物、
秋は石鎚山系の大型風景写真をテーマに
展示を計画中です。お楽しみに。

　▲

大
き
な
望
遠
鏡
で
見
た
木
星

　
昨
年
の
秋
、
当
館
で
は
企
画
展
「
愛
媛
の

コ
ウ
モ
リ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
愛
媛
に
す

む
15
種
に
つ
い
て
標
本
を
展
示
し
、
そ
の
生

態
や
生
息
環
境
を
解
説
、
そ
し
て
久
万
高
原

か
ら
は
12
種
も
見
つ
か
っ
て
い
る
！
（
県
内

自
治
体
で
ト
ッ
プ
！
）
と
い
う
こ
と
を
自
慢

し
ま
し
た
。
展
示
準
備
の
た
め
の
野
外
調
査

中
に
、
い
く
つ
か
の
大
発
見
が
あ
っ
た
の
で

今
回
は
そ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
面
河
渓
と
石
鎚
で
見
つ
か
っ
た
四

国
初
記
録
と
な
る
フ
ジ
ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ
モ
リ
。

名
前
の
通
り
富
士
山
で
最
初
に
発
見
さ
れ
、

東
北
や
中
国
地
方
な
ど
の
自
然
林
で
も
記
録

が
あ
り
ま
す
。
九
州
か
ら
は
未
発
見
で
す
。

次
は
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
終
点
近
く
で
見
つ

か
っ
た
モ
リ
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
。
な
ん
と
愛

媛
で
は
46
年
振
り
の
再
発
見
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
最
後
は
株
式
会
社
い
ぶ
き
の
方
が
小

田
深
山
で
発
見
し
た
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
。
な
ん

と
四
国
か
ら
の
正
式
な
記
録
は
こ
れ
ま
で
１

頭
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
媛
で
の
確
認
例
は

不
確
実
な
情
報
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
、

初
記
録
の
可
能
性
大
！
翼
を
広
げ
る
と
40
㎝

を
超
す
巨
大
コ
ウ
モ
リ
で
、
力
が
と
て
も
強

く
、
指
を
噛
ま
れ
る
と
爪
に
穴
が
開
く
と
い

う
話
も…

。
一
説
に
は
昆
虫
だ
け
で
な
く
小

鳥
も
食
べ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
記
録
は
今
月
末
発
行
の
当
館
研

究
報
告
で
詳
細
を
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。（
矢
野
）

木　星

面河山岳博物館　５８－２１３０

山岳ブログ
http://blog.goo.ne.jp/omohaku582130

　
▲ヤマコウモリ

　
▲フジホオヒゲコウモリ

　
▲モリアブラコウモリ
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う
れ
し
い
ご
報
告
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
当

館
が
２
０
１
０
年
に
開
催
し
た「
鉄
を
叩
く
」

彫
刻
家
・
多
和
圭
三
さ
ん
が
、
な
ん
と
平
成

28
年
度
用
中
学
２
・
３
年
生
の
美
術
の
教
科

書
（
光
村
図
書
出
版
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
鉄
の
塊
を
、
温
め
も
せ
ず
、
た
だ
延
々
と

叩
い
て
作
品
を
作
る
多
和
さ
ん
の
作
品
は
、

一
見
す
る
と
難
解
な
現
代
美
術
に
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
自
我
を
超
え
、
素
材
と
の
長

い
長
い
、
真
摯
な
対
話
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

作
品
は
、
私
た
ち
の
「
鉄
」
に
対
す
る
イ
メ

ー
ジ
を
一
変
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
　
　
　

２
０
１
０
年
の
展
覧
会
で
は
、
美
術
館
に
来

る
の
は
初
め
て
と
い
う
鉄
鋼
関
係
者
の
方
々

が
口
コ
ミ
で
続
々
と
訪
れ
、「
こ
の
方
は
鉄

の
魂
を
わ
か
っ
て
お
ら
れ
る
」
と
感
嘆
さ
れ

た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
素
材
を
よ
く
知

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
観
念
で
は
な
く
作
品

の
す
ご
さ
を
体
感
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
２
０
１
０
年
の
展
覧
会
開
催
ま
で
に
は
、

10
年
近
い
準
備
期
間
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、

ま
だ
多
和
さ
ん
は
社
会
的
地
位
を
築
い
た
作

家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
館
館
長

が
多
和
圭
三
は
必
ず
21
世
紀
初
頭
の
日
本
を

代
表
す
る
彫
刻
家
に
な
る
と
確
信
し
、
開
催

ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
５
年
半
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
業
績
が
社
会
的
・

歴
史
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

美
術
館
が
き
ち
ん
と
多
和
圭
三
と
い
う
郷
土

の
作
家
を
「
新
た
な
価
値
」
と
し
て
発
見
で

き
た
こ
と
は
、
美
術
館
の
使
命
に
叶
う
も
の

で
あ
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
　（
神
内
）

久万美術館　２１－２８８１

久万美ブログ

学芸員のつぶやき
　
■残念ながらこの教科書は久万高
原町では採択されていませんが、
多和さんの作品は美術館に３点常
設されておりますので、ご興味の
ある方はご覧ください。

▲

多
和
さ
ん
紹
介
ペ
ー
ジ

▲

『
倭
人
へ
の
道
』表
紙

久万高原町教育委員会（上黒岩考古館）

２１－０１３９

　　　　　http://www.kumakogen.jp/modules/
education_new_front/index.php?content_id=42

学芸員のつぶやき
　
■２月28日の美川文化祭の展示は古写
真の聞き取りが中心となりました。いろ
んなお話を提供いただき、ありがとうご
ざいました。

　
２
０
０
４
年
３
月
に
、『
上
黒
岩
遺
跡
の

研
究
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）に
先
だ
つ

会
合
が
久
万
高
原
町
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
前
日
に
、
松
山

で
集
合
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
折
に
研
究
メ
ン
バ
ー
で
夜
、
会
合
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
会
合
の
際
に
、
木
下
久
敬
元
美
川

村
長
が
当
時
の
教
育
長
さ
ん
と
と
も
に
、

あ
い
さ
つ
に
訪
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
先
の

場
面
は
、
ま
だ
私
に
は
表
現
で
き
な
い
の

で
、
２
０
１
５
年
に
中
橋
孝
博
先
生
（
九

州
大
学
名
誉
教
授
）
が
書
か
れ
た
『
倭
人

へ
の
道
』（
吉
川
弘
文
館
）
か
ら
引
用
し
ま

す
。

　「
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
上
黒
岩
の
研

究
報
告
を
ま
と
め
よ
う
と
集
ま
っ
た
研
究

チ
ー
ム
の
話
を
聞
い
て
、
一
言
で
も
礼
を

い
い
た
く
て
わ
ざ
わ
ざ
山
深
い
美
川
村
か

ら
駆
け
つ
け
て
こ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
若

い
こ
ろ
に
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
み
、
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
国
の
史
跡
に
も
指
定

さ
れ
た
遺
跡
な
の
に
、
そ
の
研
究
報
告
書

が
未
刊
行
の
ま
ま
で
は
辞
め
る
に
辞
め
ら

れ
な
い
心
境
だ
っ
た
ら
し
い
。
涙
を
流
し

な
が
ら
何
度
も
頭
を
下
げ
ら
れ
る
町
長（
原

文
マ
マ
）を
前
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ

ば
か
り
は
中
途
で
投
げ
出
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
こ
と
に
な
っ

た
」。

　
こ
の
場
面
は
春
成
秀
爾
先
生
（
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
）に
よ
る
「
共
同
研
究
　
愛

媛
県
上
黒
岩
遺
跡
の
研
究
」『
歴
博
』
１
３

９
号（
２
０
０
６
年
）な
ど
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
い
つ
も
胸
が
苦
し
く
な
り
ま

す
。

　
遺
跡
の
た
め
に
泣
い
た
村
長
。
そ
ん
な

方
は
世
界
中
探
し
て
も
い
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　   

（
遠
部
）

▲重要文化財山中家を柳谷小
学校の小学生が見学してく
ださいました（2/1）。

彫刻家・多和圭三さん、
教科書に

泣いた村長
The mayor of Mikawa Village Cried

ふるさと魅力発信
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高
知
県
の
山
間
部
に
大
川
村
と
い
う
小

さ
な
村
が
あ
り
ま
す
。
人
口
４
３
９
人

（
平
成
26
年
住
民
基
本
台
帳
）。
役
場
職

員
21
人
。
平
成
の
合
併
時
に
そ
れ
を
選
択

せ
ず
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
面
河
が
面
河
村
の
ま
ま
で
あ
っ

た
な
ら
と
、
大
川
村
と
比
較
し
な
が
ら
空

想
し
て
み
ま
し
た
。

① 

役
場

　

久
万
高
原
町
役
場
職
員
の
内
、
面
河
地

区
出
身
職
員
は
約
30
人
で
す
の
で
、
合
併

が
な
け
れ
ば
面
河
村
役
場
に
30
人
以
上
の

職
員
が
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併

後
の
10
年
間
で
新
規
採
用
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
ず
、
20
歳
代
の
若
い
職
員
も
５
人
程

度
は
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

② 

学
校

　

小
中
一
貫
校
と
し
て
、
面
河
小
中
学
校

が
存
続
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
大
川
村
の
よ
う
に
山
村
留
学
に
も

取
り
組
み
、
ま
た
、
村
の
若
い
職
員
に
子

ど
も
も
生
ま
れ
、
児
童
生
徒
数
も
今
よ
り

多
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

③ 

面
河
ダ
ム
花
火
大
会

　

面
河
ダ
ム
湖
畔
で
行
わ
れ
て
い
た
花
火

大
会
も
継
続
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
村
外
か
ら
の
見
物
客
も
多
く
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
面
河
同

郷
会
と
の
つ
な
が
り
も
強
く
、
人
口
千
人

以
上
に
も
匹
敵
す
る
人
的
資
源
を
擁
し
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

④ 

議
会

　

合
併
前
の
面
河
村
議
会
に
は
10
人
の
議

員
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
大
川
村
の
現
在
の

議
員
数
は
６
人
で
す
の
で
、
少
な
く
と
も

６
人
以
上
の
議
員
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
面
河
村
の

将
来
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議

論
す
る
場
が
常
に
あ
り
ま
し
た
。

　

合
併
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
や
は
り
失
わ
れ
た
も
の
も
多
か
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
埋
め
合
わ
せ
る
か
で
す
が
、

福
島
県
矢
祭
町
の
元
町
長
は
以
下
の
よ
う

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。「
結
局
、
自

治
と
い
う
の
は
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
ど

こ
か
に
す
が
ら
な
い
で
生
き
て
い
く
と
い

う
こ
と
」。�

（
大
野
）

も
し
も
面
河
地
区
が

面
河
村
だ
っ
た
ら

支
所
だ
よ
り

▼
面
河
支
所

2016.2.12 久万高原生きかた創造塾
（社会福祉協議会主催）
於︰面河住民センター

●
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
の

　
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
な
ど
の
普
及
に
伴
い
、
若
者
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
メ
ー
ル
で
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
が
請

求
さ
れ
た
」、「
年
齢
確
認
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
た
ら
、
い
き
な
り
有
料
登
録
さ

れ
た
」
な
ど
の
相
談
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
で
は
、
未
成
年
者
が
親
の
ス
マ
ホ

な
ど
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
の
有
料
の
ア
イ
テ

ム
を
多
量
に
購
入
し
て
し
ま
い
、
多
額
の

請
求
を
受
け
て
親
が
気
付
く
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
を
閲
覧
し

て
い
る
と
「
有
料
登
録
さ
れ
た
」
と
画
面

に
出
て
、
消
そ
う
と
し
て
も
パ
ソ
コ
ン
な

ど
に
ウ
イ
ル
ス（
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
感

染
さ
せ
て
、
料
金
請
求
画
面
を
消
せ
な
い

よ
う
に
す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

〇
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
以
外
に
も
、
テ

レ
ビ
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
機
器
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
保

護
者
の
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
や
ゲ
ー
ム
で
の
課
金
に
つ
い
て
親
子

で
ル
ー
ル
を
決
め
る
な
ど
、
使
い
方
に

つ
い
て
親
子
で
よ
く
話
し
合
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

〇
未
成
年
者
に
利
用
さ
せ
る
場
合
に
は
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
し
、
安
全
に
利
用
さ
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

〇
消
費
者
が
有
料
サ
イ
ト
な
ど
に
申
し
込

む
意
思
が
な
く
、
勝
手
に
有
料
登
録
さ

れ
た
場
合
、
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
料
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

〇
あ
わ
て
て
業
者
へ
連
絡
す
る
こ
と
は
個

人
情
報
を
知
ら
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

登
録
さ
れ
た
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ

ス
な
ど
か
ら
、
氏
名
や
住
所
な
ど
の
個

人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
何
か
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

左
記
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

・
役
場
住
民
課

　


（
２
１
）
１
１
１
１

・
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　


０
８
９
（
９
２
５
）
３
７
０
０

困
っ
た
と
き
は
、ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

困
っ
た
と
き
は
、ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
多
額
請
求
が
!!

消
費
生
活
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
多
額
請
求
が
!!
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会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
へ

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

み
ん
な
の
年
金

み
ん
な
の
年
金

★
国
民
年
金
の
手
続
き
が
必
要
で
す
!!

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
厚
生

年
金
か
ら
、
国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
を
し
て
、
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
扶
養
し
て
い
る
配
偶

者（
第
３
号
被
保
険
者
）が
い
れ
ば
、
同
じ
手
続
き
の
う
え
、
配
偶

者
の
保
険
料
も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
手
続
き
に
つ
い
て

　

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳

・
離
職
証
明
書
ま
た
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票

・
認
印

平
成
28
年
度
保
険
料
（
定
額
）
は
、

月
額
１
万
６
２
６
０
円
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
な

ど
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
退
職
さ
れ
て
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除

（
失
業
特
例
）
申
請
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

・
役
場
住
民
課　

国
保
年
金
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

・
松
山
東
年
金
事
務
所　


０
８
９
（
９
４
６
）
２
１
４
６

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵

が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者
を
支
援
し
、
平
成
28
年
前
半
の

個
人
消
費
の
下
支
え
に
も
資
す
る
目
的
で
『
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
』
の
支
給
が
始
ま
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
が
届
い
た

ら
早
め
に
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者
／
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
（
６
千
円
）
を
受
給

（
受
給
し
て
い
な
い
場
合
は
、
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

支
給
要
件
に
該
当
）
し
、
年
齢
が
平
成
28
年
度
中
に
お
い
て
65

歳
以
上
の
方
（
生
年
月
日
が
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
）

●
支
給
額
／
該
当
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

●
支
給
方
法
／
支
給
対
象
者
の
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

●
申
請
先
／
役
場
本
庁
保
健
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

●
申
請
期
間
／
平
成
28
年
３
月
30
日
～
６
月
30
日

※
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
お
気
を

付
け
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法
／
来
庁
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
保
健
福
祉
課　

長
寿
介
護
班

　


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
４
０
）

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の

『
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
』

の
お
知
ら
せ
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農
業
者
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方
は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族

農
業
従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま

す
。

★
自
分
の
年
金
原
資
を
自
分
で
積
み

立
て
る
「
積
立
方
式
」
の
年
金
で

す
。

◦
加
入
者
や
受
給
者
の
数
に
影
響
さ

れ
に
く
い
た
め
、
少
子
高
齢
化
時

代
に
強
い
年
金
で
す
。

◦
長
期
に
安
全
で
効
率
的
に
運
用

し
、
毎
年
６
月
に
個
人
ご
と
の
積

立
・
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

★
保
険
料
の
額
が
自
由
に
決
め
ら
れ

ま
す
。

◦
経
営
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て

月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円
の
間

で
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

★
80
歳
ま
で
の
保
証
が
つ
い
た
「
終

身
年
金
」
で
す
。

◦
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
仮
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で

１　

貸
付
対
象
者

　

自
動
車
事
故
に
よ
る
交
通
事
故
が
原
因
で
保
護
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と

と
な
っ
た
家
庭
（
生
活
困
窮
家
庭
）
の
中
学
校
卒
業

ま
で
の
お
子
さ
ま
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

２　

貸
付
金
額
（
無
利
息
）

　

○
一
時
金
（
貸
付
時
）
…
15
万
5
千
円

　

○
貸
付
期
間
中
、
毎
月
…
2
万
円

※
こ
の
ほ
か
、
小
学
校
、
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お

子
さ
ま
を
対
象
に
入
学
支
度
金
（
4
万
4
千
円
）

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
希
望
さ
れ
る

方
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
）

３　

返
還

　

原
則
と
し
て
20
年
以
内
の
月
々
均
等
払
い
。

　

（
進
学
・
病
気
に
よ
る
猶
予
制
度
な
ど
あ
り
）

※
返
済
い
た
だ
い
た
返
還
金
は
、
他
の
交
通
遺
児
な

ど
へ
貸
し
付
け
を
す
る
た
め
の
貴
重
な
原
資
と
な

り
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
基
金
貸
付
制
度

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
制
度

１　

支
給
対
象
者

　

自
動
車
事
故
を
原
因
と
し
て
、「
脳
」、「
脊
髄
」
ま

た
は
「
胸
腹
部
臓
器
」
に
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た

め
、
日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
「
常

時
」
ま
た
は
「
随
時
」
の
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
方
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
愛
媛
支
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
９
（
９
６
０
）
０
１
０
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
９
（
９
６
０
）
０
１
０
３

も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の

現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
が
一
時

金
と
し
て
遺
族
の
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

◦
税
の
特
例
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

◦
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
所
得

税
・
住
民
税
の
節
税
に
つ
な
が
り

ま
す
。

◦
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
は
、

公
的
年
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

★
認
定
農
業
者
な
ど
意
欲
あ
る
担
い

手
に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

◦
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て

い
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
と
、

国
か
ら
月
額
最
高
１
万
円
の
国
庫

補
助
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

・
農
業
委
員
会　

　


（
２
１
）
１
１
１
１

　
　

（
内
線
３
１
５
）

・
Ｊ
Ａ
各
支
所

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

広報広告
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広報広告

障害者差別解消法が施行されます
平成２８年４月から

障害者差別解消法が施行されます
　平成28年４月に障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）が
施行されます。国や県、市町村などの行政機関や、会社やお店など民間事業者を対象とした
法律ですが、障害のある人に対する差別をなくすために、みなさんも平等に暮らせるまちを
つくるために、障害への理解と心づかいを考えていきましょう。

「障害のある人」とは
身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）、難病などにより日常生活、社会生活
を送る上で困難の生じている方です。手帳を持っていない方も含まれます。

「不当な差別的取り扱い」と「合理的配慮の不提供」とは？

◆不当な差別的取り扱いとは
障害を理由として正当な理由なくサービスなどの提供を拒否したり、制限したり、条件

をつけたりすることです。

＜例えば＞……障害があることを理由に入店を拒否する。

　　　　　　　障害があることを理由に必要はないのに付き添いを求める。など

◆合理的配慮の不提供とは
障害のある人から社会的障壁（暮らしづらい環境）について何らかの意思の表明があった

にも関わらず必要な配慮を行わないことです。

＜例えば＞……段差があるため施設内に入れないと申し出たにもかかわらず、

　　　　　　　解決方法を示さない。など

各関係分野ごとに対応要領が作成されており、詳しくは内閣府ホームページをご参照くださ
い。　→　http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html

　障害のある人が障害を理由とする差別につ

いて困ったときは下記までご相談ください。

【問い合わせ】久万高原町障害者相談支援

 　　　　　　センター　佐伯

 　　　　　　（役場内にあります）

 　　　　　　２１－１１１１

困ったときはご相談ください困ったときはご相談ください

不当な差別的取り扱い 合理的配慮の不提供

国や県、市町村など 禁止 法的義務
民間事業者　など　 禁止 努力義務
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平
成
28
年
度

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
を
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

軽
自
動
車
税
納
期
限
：
５
月
31
日（
火
）

　

４
月
１
日
現
在
に
登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

役
場
か
ら
５
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

税
制
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
下
表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度

か
ら
重
課
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
税
制
改
正
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

　

最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
軽
四
輪
車
な
ど
（
電
気
自
動
車
な

ど
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
新
税
率
の
約
20
％
が
重
課
と
し
て
加
算
さ
れ
ま
す

（
税
額
に
つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
）
。

　

車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
初
度
検
査
年
月
」
が
平
成
14
年
12
月
以
前
の

場
合
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
重
課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
に
限
り
、
平
成
27
年
４
月
１
日
～
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け
た
三
輪
お
よ
び
四
輪
の
軽

自
動
車
で
、
低
排
出
ガ
ス
お
よ
び
燃
費
性
能
に
す
ぐ
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い

軽
自
動
車
に
対
し
て
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
を
適
用
し
ま
す
。

役
場
住
民
課
軽
自
動
車
税
係
か
ら

◇
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

【
軽
自
動
車
税
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
】

軽　自　動　車

車　種　区　分

税　　　　率（年額）

平成27年3月31日
までに新車新規登
録された車
（旧税率）

平成27年4月1日以
降に新車新規登録
された車
（新税率）

初度検査年月が平
成14年12月以前の
車
（重課税率）

三　　　　　輪 ３，１００円 　３，９００円 　４，６００円

四輪乗用
自家用 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円

営業用 ５，５００円 　６，９００円 　８，２００円

四輪貨物
自家用 ４，０００円 　５，０００円 　６，０００円

営業用 ３，０００円 　３，８００円 　４，５００円

車　　種　　区　　分 平成２７年度まで 平成２８年度から

原動機付
自 転 車

　排気量50cc以下 １，０００円 ２，０００円

　50cc超90cc以下 １，２００円 ２，０００円

　90cc超125cc以下 １，６００円 ２，４００円

　ミニカー（50cc以下） ２，５００円 ３，７００円

　二輪の軽自動車（125cc超250cc以下） ２，４００円 ３，６００円

　二輪の軽自動車（250cc超） ４，０００円 ６，０００円

小型特殊
自 動 車

　農耕用 １，６００円 ２，４００円

　その他 ４，７００円 ５，９００円

□原動機付自転車・軽二輪・二輪の小型自動車・小型特殊自動車

□軽三輪・軽四輪
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障
害
の
程
度
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
は
、
減
免
申
請
に
よ
り
１
台
に
限
り
減
免
さ

れ
ま
す
。

（
１
）　

対
象

　

障
害
者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
（
18
歳

未
満
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
ま
た
は
精

神
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
も
含
む
）
で
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が

運
転
す
る
場
合

①
障
害
者
本
人

②
障
害
者
と
生
計
が
同
一
の
方

③
障
害
者
の
世
帯
で
、
そ
の
障
害
の
あ
る
方

を
常
時
介
護
さ
れ
る
方
が
運
転
す
る
軽
自

動
車
で
、
も
っ
ぱ
ら
障
害
の
あ
る
方
の
た

め
に
利
用
さ
れ
る
軽
自
動
車

（
２
）　

減
免
に
必
要
な
書
類

　

①
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

（
住
民
課
税
務
・
収
納
管
理
班
窓
口
に
あ

り
ま
す
）

※
本
年
よ
り
申
請
に
納
税
義
務
者
の
個
人
番

号
の
記
載
が
必
要
の
た
め
、
申
請
者
と
減

免
対
象
者
（
納
税
義
務
者
）
が
異
な
る
場

合
は
別
途
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

③
運
転
免
許
証

④
印
鑑

⑤
自
動
車
検
査
証

（
３
）　

減
免
申
請
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日（
金
）～
５
月
24
日（
火
）

（
期
限
後
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き
か
ね
ま

す
）
生
計
同
一
者
ま
た
は
常
時
介
護
者
の
方
が

運
転
さ
れ
る
場
合
に
は
、
添
付
書
類
が
必
要
で

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
住
民
課　

軽
自
動
車
税
係

　


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
２
９
）

自
動
車
税
納
期
限
：
５
月
31
日（
火
）

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
に
登
録
さ
れ

て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

県
中
予
地
方
局
か
ら
、
５
月
中
旬
に
納
税
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。（
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
税

で
き
ま
す
。）

　

障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
自
動
車
税
の
減
免

申
請
は
、
４
月
１
日（
金
）～
５
月
24
日（
火
）ま

で
、
愛
媛
県
中
予
地
方
局
課
税
課
自
動
車
税
担

当
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
自
動
車
税
お
よ
び
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

　

県
中
予
地
方
局　

課
税
課
自
動
車
税
係

　

〒
７
９
０-

８
５
０
２

　

松
山
市
北
持
田
町
１
３
２

　


０
８
９
（
９
０
９
）
８
７
５
４

　

課
税
課
代
表
（
内
線
３
５
１
・
３
５
２
）

愛
媛
県
か
ら

◇
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

中
予
地
域
の
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
お
よ
び
父
子
家
庭
の
父
な
ら
び
に

母
子
家
庭
お
よ
び
父
子
家
庭
の
児
童
で
就
業
を
希

望
す
る
方
を
対
象
に
、
就
職
の
た
め
に
必
要
な
パ

ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

●
講
習
期
間　

５
月
１０
日（
火
）～
８
月
９
日（
火
）ま
で

　
　
　
　
　
　

（
８
月
４
日（
木
）を
除
く
）（
26
回
）

　
　
　
　
　
　

毎
週
火
曜
日
お
よ
び
木
曜
日　

毎
回
10
時
～
16
時

●
会　
　

場　

松
山
市
本
町
７
丁
目
２
番
地
（
愛
媛
県
本
町
ビ
ル
１
階
）

　
　
　
　
　
　

「
愛
媛
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」

●
募
集
人
員　

全
日
程
参
加
可
能
な
方　

２０
人

　
　
　
　
　
　

（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
の
上
決
定
し
ま
す
）

●
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
と
検
定
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

●
申
込
期
限
・
場
所　

４
月
１
日（
金
）
～
４
月
２２
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
保
健
福
祉
課

●
必
要
書
類
な
ど

　

・
印
鑑
（
認
印
）
と
次
の
い
ず
れ
か

　
　

【
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
】

　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証

　
　

【
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
】
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証

　
　

【
寡
婦
】
寡
婦
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
戸
籍
謄
本

【
問
い
合
わ
せ
】

・
一
般
財
団
法
人
愛
媛
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　


０
８
９
（
９
０
７
）
３
２
０
０

・
役
場
保
健
福
祉
課

　


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

母
子
家
庭
等
就
業
支
援

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受
講
生
募
集

【
障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て
】
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い
よ
い
よ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
利
用
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
開
始
に

伴
い
ま
し
て
、
町
役
場
の
窓
口
に
お
い
て
も
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
な
手
続
き
に
は
、
主
に

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度手　

続　

き　
　
　
　

担
当
部
署

後期高齢者医療関係

＊
保
険
の
加
入（
75
歳
到
達
の
方
は
除
く
）

＊
被
保
険
者
証
の
再
交
付
申
請

＊
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
な
ど
の
交

付
・
再
交
付
申
請

＊
高
額
療
養
費
や
補
装
具
な
ど
の
療
養

費
、
高
額
介
護
合
算
療
養
費
な
ど
の
支

給
申
請

住民課

（国保年金班）

介護保険関係

＊
介
護
認
定
・
更
新
・
区
分
変
更
の
申
請

＊
被
保
険
者
証
な
ど
の
再
交
付
の
申
請

＊
負
担
割
合
証
の
再
交
付
の
申
請

＊
負
担
限
度
額
認
定
証
の
申
請

＊
負
担
限
度
額
認
定
証
の
再
交
付
の
申
請

＊
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
申
請

保健福祉課

（長寿介護班）

税金関係

＊
町
・
県
民
税
申
告
書
の
提
出
※

＊
給
与
支
払
い
報
告
書
の
提
出
※

＊
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
の
提
出
※

＊
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
の
提
出

＊
固
定
資
産
税
減
免
申
請
書
の
提
出

＊
償
却
資
産
申
告
書
の
提
出

※
平
成
28
年
分
所
得
に
か
か
る
申
告
書
か

ら
適
用
し
ま
す
。

住民課

（税務・収納管理班）

手　

続　

き　
　
　
　

担
当
部
署

住民票・
戸籍関係

＊
転
入
・
転
居
・
転
出

＊
戸
籍
届
出
（
氏
名
な
ど
の
変
更
）

住民課

（住民生活班）

国民健康保険関係

＊
保
険
の
加
入
や
脱
退

＊
被
保
険
者
世
帯
、
氏
名
、
住
所
、
世

帯
主
の
変
更

＊
療
養
費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費
な

ど
の
支
給
申
請

＊
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
の
届
出

＊
被
保
険
者
証
、
高
齢
受
給
者
証
な
ど

の
再
交
付
申
請

＊
限
度
額
適
用
認
定
証
、
特
定
疾
病
療

養
受
療
証
の
交
付
・
再
交
付
申
請

＊
国
保
税
の
軽
減
、
一
部
負
担
金
の
免

除
等
申
請

＊
非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
国
保
税

の
軽
減
申
請

住民課

（国保年金班）

手　

続　

き　
　
　
　

担
当
部
署

各種福祉関係

＊
身
体
障
害
者
手
帳
の
申
請

＊
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

の
申
請

＊
補
装
具
の
支
給
に
関
す
る
申
請

＊
地
域
生
活
支
援
事
業
に
関
す
る
申
請

＊
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請

＊
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
に
関
す
る

申
請

＊
自
立
支
援
医
療
（
更
生
、
育
成
、
精
神

通
院
）
に
関
す
る
申
請

＊
障
害
児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
申
請

＊
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
申
請

＊
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

＊
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
の
請
求

＊
生
活
保
護
の
申
請

＊
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
請

求
＊
保
育
園
へ
の
入
園
申
込
書

＊
未
熟
児
養
育
医
療
の
給
付
申
請

＊
子
ど
も
医
療
費
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
申
請
（
新
規
・
変
更
・
更
新
）

保健福祉課

（社会福祉班）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場　


（
２
１
）
１
１
１
１
（
各
担
当
班
ま
で
）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
手
続
き
で
は
、
次
の
２
つ
の
確
認
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

…
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　

カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②　
　
　
　
　
　

 

…
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
。
な
お
、
顔
写
真
が
な
い
も
の
は
国
民
健
康
保
険
証
や
年
金

手
帳
な
ど
２
種
類
以
上
の
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
一
枚
で
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確

認
」
と
「
本
人
確
認
」
が
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
方
法
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
に
必
要
な
本
人
の
顔
写
真
は
、
役
場
本
庁
ま
た
は
各
支
所
で
無

料
で
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
、
く
わ
し
く
は
各
担
当
部
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認

本
人
確
認

平
成
27
年
度
　
社
費
・
寄
付
金
、募
金
の
お
礼
と
報
告

１　

赤
十
字
社
費
・
寄
付
金

　

こ
の
資
金
は
、
赤
十
字
活
動
や
災
害
援
助
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

目
標
額　

１
５
３
万
４
千
円

実
績
額　

１
４
４
万
５
４
０
０
円

達
成
率　

９
４
・
２
％

　

全
額
を
日
赤
愛
媛
県
支
部
へ
送
金

２　

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

こ
の
実
績
に
対
し
、
平
成
28
年
度
に
久
万
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
福
祉
充
実
の
た
め

一
般
事
業
費
が
配
分
さ
れ
、
町
内
の
各
種
福
祉
団
体
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

目
標
額　

２
０
８
万
円

実
績
額　

２
１
２
万
８
４
３
９
円

達
成
率　

１
０
２
・
３
％

　

全
額
を
愛
媛
県
共
同
募
金
会
へ
送
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

役
場
保
健
福
祉
課
・
町
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
28
年
度
　
赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
援
活
動
、
献
血
・
医
療
事
務
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
支
援
協
力
す
る
た
め
、
年
間
５
０
０
円
以
上
の

出
資
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
出
資
し
て
い
た
だ
い
た
方
を
赤
十
字

社
員
と
い
い
ま
す
が
、
５
月
に
赤
十
字
社
員
を
増
や
す
活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

手　

続　

き　
　
　
　

担
当
部
署

保健関係

＊
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
申
請

　
（
妊
娠
届
出
）

久万保健センター

☎21－2700

町営住宅関係

＊
町
営
住
宅
へ
の
入
居
申
請

＊
町
営
住
宅
入
居
者
に
よ
る
収
入
申
告

建設課

（管理建築班）
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場　　所 開始時刻 場　　所 開始時刻
川前：谷森義親宅前   9:05 旭：消防車庫 13:08
大窪谷：旧鈴木商店前   9:16 休場：集会所前 13:14
永野：永野バス停前   9:25 岩川：中野石油前 13:28
郷角：ごうかく駅前   9:35 岩川：松本健郎宅前 13:40
小村：バス停前   9:41 中田：小森製材前 14:00
名荷下：集会所前   9:50 窪田：中津公民館 14:10
名荷上：藤岡哲夫宅下   9:55 西村：集会所前 14:30
大成：農協支所前 10:22 越ノ峠：亀井広一宅前 14:35
古味：村営バス車庫 10:32 稲村：坂田富重宅前 15:00
高野：集会所前 10:45 二篦：集会所跡 15:30
奈良薮：集会所横 11:30 置俵：集会所前 15:43
落出：柳谷支所駐車場 11:50 長崎：松田一幸宅前 15:48

宮成：石碑前広場 16:13
黒藤川：天野商店前 16:22
栄重下：バス停前 16:32
馬門：倉橋義照宅前 16:40
合戦：車庫前 16:44
藤社：藤社集会所前 16:50
成河：西森強宅前 17:05

17:11
成河：山本博典宅前 ～

17:15

場　　所 開始時刻 場　　所 開始時刻
竹谷集会所前   8:45 渋草団地 13:13
長瀬集会所前   8:55 渋草：農協前 13:18
七鳥：田中守治宅前   9:05 渋草：土泥公園前 13:24
七鳥：茶業センター下広場   9:15 笠方：下り付バス停 13:34
仕出：梅木耕二宅下   9:24 前組：松本勝利宅前 14:20
筒城：坂本勝行宅前   9:34 前組：バス停前 14:25
筒城：吉田好輝宅前   9:43 直瀬住民センター前 14:45
水押：井上義秋宅横 10:03 下直瀬ふれあい館前 15:28
中村集会所前 10:07 嵯峨山バス停 15:38
東川集会所前 10:15 旭ヶ丘駐車場 15:57
東古味：団上商店前 10:23 上野尻集会所 16:07
東古味：窪和久義兼宅前 10:29 野尻公民館前 16:15
本組：城山公民館 10:40 16:30
中組：面河建設 10:50 役場裏駐車場 ～

中組：昼野バス停前 10:55 17:00
中組：中村（小野宅前）11:00
河の子：集会所前 11:15
中組：菅敏繼宅前 11:30
若山：菅酒店前 11:44
渋草：面河支所 12:00

場　　所 開始時刻 場　　所 開始時刻
御三戸：改善センター前   8:30 宮ノ前：和田宅前広場 13:25
大谷：集会所前   9:10 中野村：成川宅前 13:35
久主の下：国道端広場   9:27 柳井バス停 13:45
尾貝：安宅俊雄宅前   9:30 ふるさと旅行村入口 13:53
上本組：猪上浩明宅前   9:33 河ノ内バス停 14:05
田渡野瀬：田渡野瀬橋横   9:37 明杖バス停 14:09
河口：伊藤孫市宅前   9:40 上畑野川公民館前 14:14
有枝：八幡橋   9:47 畑野川小学校前 14:19
梨の下：大川橋横   9:52 沼田建設事務所前 14:25
大川下：丹波寿美宅前   9:56 川瀬駐在所前 14:30
大川中通：松浦良春宅前 10:03 東国土木車庫前 14:47
落合ふれあい館横 10:15 菅生中組集会所前 14:54
若宮集会所前 10:28 15:00
露峰公民館前 10:30 役場裏駐車場 ～

農協父二峰支所前 10:38 15:25
大久保：高岡商店前 10:46 上辻公会堂前 15:28
馬ノ地：バス停 10:48 久万公民館前 15:33
永久：寺岡キミ子宅前 10:55 春日台集会所前 15:40
由良野入口 11:08 入野福祉館前 15:47
二名郵便局前 11:10 槻ノ沢：大野啓一宅下 15:55
帯石：坂本神社 11:18 仰西集会所前 16:00
富重：公会堂前 11:20 農協 明神支所 16:10
瀬戸：公会堂入口 11:26 明神公民館前 16:32
下野尻：集会所前 12:00 東明神青空市 16:37

横通バス停 16:44
六部堂バス停 16:50

17:00
三坂 旧伊予鉄ドライブイン前 ～

17:05

柳谷地区：柳谷全域　美川地区：黒藤川、日野浦、上黒岩 美川地区：日野浦、中黒岩、上黒岩、有枝、大川
久万地区：父二峰、野尻、菅生、畑野川、役場裏駐車場、
久万、入野、明神

４月２２日（金）４月２０日（水）

美川地区：仕七川・東川　　面河地区：全域
久万地区：直瀬、久万、野尻、町役場裏駐車場

４月19日（火）狂犬病予防注射と
新規登録のご案内
　平成２８年度　次の日程で狂犬病予防注射と新規

登録をおこないます。

　犬の所有者は、毎年1回、狂犬病予防注射を受け

させる義務があります。この機会に注射を受けるよ

うにして下さい。

1頭あたりの料金

◆注射料　3,000円
◆登録料　3,000円（新規登録の場合のみ）

【問い合わせ】

　役場環境整備課　環境衛生班

　２１－１１１１（内線２０４）
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ス　ギ ヒノキ
長さ 末口径 高値 曲 高値 曲

3.00

13   7,000   7,000 11,200 11,200
14   9,000   7,000 13,900 11,100
16 10,800 10,000 17,000 15,200
18－22 11,600   9,800 16,700 14,800
24上 11,800 10,100 17,100 15,000
30上 11,000   9,500 17,000 14,300

4.00

13 11,800   9,700 12,500 12,600
14－16 11,500   9,500 17,700 16,100
18－22 12,400 10,400 16,600 15,700
24 12,300   9,500

16,500 15,800
26－28 12,100 10,100
30上 11,000 10,500 16,000 16,000

6.00
18 18,300 14,100 24,500 22,500
24上 12,000 11,000 21,000 18,000

選　木 ス　ギ ヒノキ マ　ツ
3.00 24上 14,000 25,000   7,300
4.00 24上 15,000 27,000   8,000
4.00 30上 13,300 28,000 10,000

市況

スギ・ヒノキとも全般に単価下降。選木はスギ・ヒノ
キとも保合相場。選木の元玉は、予尺をつけて造材を
お願いします。
出荷よろしくお願いします。

木材市場市況
２月25日 995回市【久万広域森林組合】

まごころ銀行からお礼
久万高原町社会福祉協議会

次の方々からご寄附をいただきました。お礼申し上げます。

入　　　野 池　野　康　子 様
久　　　万 寺　岡　続　樹 様
久　　　万 ヤクルト久万センター 様
中　　　組 小　野　哲　也 様
七　　　鳥 大 西　完 善（岩屋寺） 様
大　　　川 正　岡　和　子 様
有　　　枝 大　上　和　夫 様
西　　　谷 岡　田　百合子 様
松　山　市 大　中　美惠子 様

（２月１日～２月29日受付分）

　

自
衛
隊
は
、
国
民
の
生
命
・
財
産
と
領

土
・
領
海
・
領
空
を
守
る
こ
と
を
主
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
種
目
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
自

衛
隊
が
ど
ん
な
も
の
か
、
自
衛
官
に
な
る
た

め
に
は
と
い
っ
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
の

は
、
各
地
に
あ
る
自
衛
隊
の
地
方
協
力
本
部

で
す
。

　

自
衛
官
に
な
る
た
め
に
は
、
幹
部
候
補
生

や
防
大
、
一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生
、
看

護
学
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
募
集
種
目
が
あ

り
、
採
用
種
目
に
よ
っ
て
必
要
な
資
格
や
条

件
、
入
隊
後
の
階
級
や
職
責
な
ど
が
違
っ
て

き
ま
す
。

　

採
用
試
験
日
程
な
ど
も
、
種
目
で
違
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
情
報
も
適
宜
お
知

ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
・
自
衛
官
の
仕
事

◇
平
和
を
仕
事
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
◇

お
知
ら
せ

　

自
衛
官
候
補
生
の
受
け
付
け
は
、
通
年

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
試
験
日
な
ど
は
地
域

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
で
募
集
相
談
の
開
催
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
ま
た
は
、
近
く

の
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
に
問
い
合
わ
せ
る

か
、h

ttp
://w

w
w
.m

o
d
.g

o
.jp

/p
c
o
/

e
h
im

e
/o

ffic
e
_m

a
ts

u
ya

m
a
.h

tm
l

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
役
場
総
務
課


（
２
１
）
１
１
１
１

　
　
　

（
内
線
１
４
４
）

　

中
予
地
方
局
母
子
・
父

子
自
立
支
援
員
出
張
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
生
活

の
こ
と
、
住
ま
い
の
こ
と
、

子
ど
も
の
養
育
、
就
職
活
動
な
ど
の
問
題
で

悩
ん
で
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
や

お
父
さ
ん
、
寡
婦
の
方
、
お
気
軽
に
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
の
相
談
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

　

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
に

つ
い
て
も
ご
相
談
で
き
ま
す
。

●
場
所
／
久
万
町
民
館　

１
階　

会
議
室

●
日
時
／
毎
月　

第
一
木
曜
日
（
第
一
木
曜

日
が
休
日
の
時
は
翌
週
）

13
時
～
16
時

●
連
絡
先

・
中
予
地
方
局　

地
域
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
支
援
員


０
８
９
（
９
０
９
）
８
７
５
６

・
役
場
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
班


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
出
張

相
談

相

談
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■久万高原町消防本部・消防署
TEL 21－2411　FAX 21－2656

■久万高原町消防署美川支署
TEL 56－0303　FAX 56－0122（役場美川支所との兼用）

ホームページ
http://www.kumakogen.jp/info/syobohonbu/index.htm

あんぜん あんしん

消防だより －火災・救急・救助－

久万高原町消防
マスコットキャラクター

“スーパーダッシュくん”

２月末現在の消防状況　火災︰0件　救急︰81件　救助︰2件

　

２
月
21
日（
日
）、
久
万
運
動
公
園
に
お

い
て
「
平
成
28
年
久
万
高
原
町
消
防
団
出

初
め
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
全

員
が
本
町
の
「
安
心
・
安
全
」
を
守
る
と

い
う
使
命
感
に
燃
え
、
統
制
の
と
れ
た
分

列
行
進
や
日
頃
訓
練
さ
れ
た
ポ
ン
プ
操

法
、
は
し
ご
操
法
な
ど
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
活
動
に
功
績
が

あ
っ
た
個
人
・
団
体
の
方
々
に
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
め
式
で
は
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
「
災
害
に
強
い
町

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
防
災
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

町
消
防
団
出
初
め
式

久
万
高
原
町
は
私
達
が
守
り
ま
す
！

□
愛
媛
県
知
事
定
例
表
彰

個
人
表
彰

久
万
第
１
分
団�

分
団
長　
　

山
本　
　

二

面
河
第
１
分
団�

分
団
長　
　

木
下　
　

正

美
川
第
３
分
団�

副
分
団
長　
　

髙
山　

稔
明

柳
谷
第
３
分
団
第
１
部�

団
員　
　

谷
脇　

安
夫

久
万
高
原
町
消
防
本
部�

消
防
司
令　
　

石
割　

眞
一

□
愛
媛
県
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

●
功
績
章

面
河
第
１
分
団
第
３
部�

団
員　
　

青
木　

俊
明

美
川
第
１
分
団
第
２
部�

団
員　
　

片
岡　
　

衛

●
勤
続
章　

20
年
以
上

久
万
第
４
分
団
第
４
部�

班
長　
　

中
野　

泰
志

久
万
第
４
分
団
第
４
部�

団
員　
　

大
木　

勝
利

面
河
第
１
分
団
第
１
部�

団
員　
　

高
岡　

修
治

●
勤
続
章　

15
年
以
上

久
万
第
４
分
団
第
４
部�

班
長　
　

山
本　
　

学

美
川
第
２
分
団
第
３
部�

班
長　
　

井
手　

京
三

美
川
第
１
分
団
第
１
部�

団
員　
　

渡
辺　

一
郎

●
勤
続
章　

10
年
以
上

久
万
第
１
分
団
第
１
部�

団
員　
　

丹
波　

久
志

久
万
第
１
分
団
第
３
部�
班
長　
　

小
松　

寛
二

久
万
第
１
分
団
第
３
部�

班
長　
　

一
柳　

龍
二

久
万
第
２
分
団
第
１
部�

班
長　
　

大
西　
　

聡

久
万
第
２
分
団
第
２
部�

団
員　
　

瀧
野　

和
正

久
万
第
３
分
団
第
１
部�

班
長　
　

大
西　

洋
三

久
万
第
３
分
団
第
３
部�

班
長　
　

山
内　

栄
樹

久
万
第
４
分
団
第
２
部�

団
員　
　

中
田　

功
一

面
河
第
１
分
団
第
１
部�

団
員　
　

長
山
か
ず
子

面
河
第
２
分
団
第
１
部�

団
員　
　

松
岡　

好
和

美
川
第
１
分
団
第
４
部�

団
員　
　

篠
崎　

仁
志

美
川
第
２
分
団
第
４
部�

部
長　
　

久
保
田
建
男

美
川
第
３
分
団
第
１
部�

班
長　
　

高
岡　

久
一

柳
谷
第
１
分
団
第
２
部�

部
長　
　

古
用　

文
寿

○
夫
婦
団
員

久
万
第
３
分
団
第
３
部�

団
員　
　

藤
田　

康
英

本
部�

団
員　
　

藤
田
美
寿
穂

面
河
第
１
分
団
第
１
部�

団
員　
　

高
岡　

靜
男

面
河
第
１
分
団
第
１
部�

団
員　
　

高
岡　

蔦
子

美
川
第
１
分
団
第
１
部�

団
員　
　

重
岡　

一
郎

本
部�

団
員　
　

重
岡　
　

茜

○
親
子
団
員

美
川
第
１
分
団
第
４
部�

班
長　
　

遠
山　
　

豊

美
川
第
１
分
団
第
４
部�

団
員　
　

遠
山　

亮
太

○
家
族
内
助
の
功
労
章

�

松
本
惠
美
子

�

山
本
サ
キ
子

出
初
め
式
被
表
彰
者
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久
万
第
４
分
団
第
４
部�

　
　
　

団
員　
　

成
井　

健
郎

久
万
第
４
分
団
第
４
部�

　
　
　

団
員　
　

角
谷　

慎
治

面
河
第
１
分
団
第
１
部�

　
　
　

団
員　
　
　
　
　
　

薫

美
川
第
１
分
団
第
１
部�

　
　
　

団
員　
　

土
井　

幸
二

柳
谷
第
１
分
団
第
１
部�

　
　
　

団
員　
　

小
坂　
　

奉

柳
谷
第
２
分
団
第
２
部�

　
　
　

団
員　
　

西
本　

照
文

柳
谷
第
３
分
団
第
１
部�

　
　
　

班
長　
　

﨑
山　

健
二

柳
谷
第
３
分
団
第
１
部�

　
　
　

団
員　
　

小
池　

一
誠

□
久
万
高
原
町
長
永
年
勤
続
感
謝
状

前
久
万
第
３
分
団
第
２
部�

　
　

団
員　
　
　
　
　

久
朗

前
久
万
第
４
分
団
第
４
部�

　
　

団
員　
　

亀
岡　

運
惠

前
面
河
第
１
分
団
第
１
部�

　
　

団
員　
　

八
幡　
　

猛

前
面
河
第
１
分
団
第
１
部�

　
　

団
員　
　

中
川　

明
吉

前
美
川
第
１
分
団
第
３
部�

　
　

団
員　
　

髙
山　

貴
弘

前
美
川
第
２
分
団
第
２
部�

　
　

班
長　
　

桑
村　
　

隆

前
美
川
第
２
分
団
第
２
部�

　
　

団
員　
　

大
堀　

辰
雄

前
美
川
第
３
分
団
第
１
部�

　
　

団
員　
　

櫻
木　

明
栄

前
柳
谷
第
１
分
団
第
１
部�

　
　

団
員　
　

鶴
井　

純
夫

□
消
防
庁
長
官
表
彰

●
功
労
章

本
部�
団
長　
　

土
居　

敏
夫

●
永
年
勤
続
章

本
部�

副
団
長　
　

新
宅　
　

進

○
優
良
団
体
感
謝
状

永
野
地
区
自
主
防
災
組

久
万
中
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

直
瀬
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

□
上
浮
穴
郡
纏
会
会
長
表
彰

�

池
田　

長
武

□
久
万
高
原
町
長
表
彰

久
万
第
１
分
団
第
１
部�

団
員　
　

宮
内　
　

誠

久
万
第
１
分
団
第
２
部�

団
員　
　

冨
岡　

弘
之

久
万
第
１
分
団
第
３
部�
　
　
　

団
員　
　

山
下　

貴
司

久
万
第
１
分
団
第
３
部�

　
　
　

団
員　
　

岩
﨑　
　

徹

久
万
第
２
分
団
第
２
部�

　
　
　

団
員　
　

西
永　

道
晴

久
万
第
２
分
団
第
２
部�

　
　
　

団
員　
　

土
居　

正
充

久
万
第
２
分
団
第
２
部�

　
　
　

団
員　
　

門　
　

篤
史

久
万
第
２
分
団
第
２
部�

　
　
　

団
員　
　

松
岡　

拓
人

久
万
第
２
分
団
第
３
部�

　
　
　

団
員　
　

田
中　

健
治

久
万
第
２
分
団
第
３
部�

　
　
　

団
員　
　

藤
原　
　

修

久
万
第
２
分
団
第
３
部�

　
　
　

団
員　
　

杉
野　

知
史

久
万
第
２
分
団
第
３
部�

　
　
　

団
員　
　

山
岡　

洋
司

久
万
第
２
分
団
第
３
部�

　
　
　

団
員　
　

大
野　

彰
久

久
万
第
３
分
団
第
１
部�

　
　
　

団
員　
　

中
川　

政
男

久
万
第
３
分
団
第
１
部�

　
　
　

団
員　
　

段
ノ
上
義
文

久
万
第
３
分
団
第
２
部�

　
　
　

団
員　
　

和
田　

秀
典

久
万
第
４
分
団
第
２
部�

　
　
　

班
長　
　

寺
岡　

雅
博

面
河
第
１
分
団
第
３
部�

班
長　
　

石
川　

義
隆

美
川
第
２
分
団
第
２
部�

団
員　
　

猪
上　

定
幸

□
日
本
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

●
特
別
功
労
章

本
部�

団
長　
　

土
居　

敏
夫

●
功
績
章

面
河
第
２
分
団
第
２
部�

団
員　
　

高
山　

英
明

●
精
績
章

美
川
第
１
分
団�

分
団
長　
　

阪
本　

雅
彦

柳
谷
第
１
分
団�

分
団
長　
　

森
岡　
　

元

●
勤
続
章

久
万
第
１
分
団
第
２
部�

団
員　
　

大
野　

昭
一

久
万
第
１
分
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日 月 火 水 木 金 土

 1 2
3 4 5 6 7 8 9

141513 1610 11 12
17 18 19 20 21 22
25

23
24 26 27 28 29 30

久万高原町立図書館

【開館時間】午前９時30分～午後６時
TEL：５０－０４１５　FAX：５０－０４１６

ホームページ／http://www.kumakogen.jp/culture/tosyo/index.html

　３・１１から５年目となるフクシマ。非合法のダイバー
は人と町をさらった立入禁止の海に潜降する。慟哭の夜
から圧倒的救済の光さす海へ。鎮魂と生への祈りをこめ
た作品。

一般書 小説

『ムーンナイト・ダイバー』
　
天童荒太／著
文藝春秋

　警視庁捜査一課継続捜査担当の田川信一は、身元不明
のままとなっている死者のリストから殺人事件の痕跡を
発見するが…。ガラパゴス化した日本社会の矛盾を暴露
する、危険極まりないミステリー。

『ガラパゴス　上・下』
　
相場英雄／著
小学館

　墓守りを仕事とし、墓地に暮らす黒髪の少年レオ。数
奇な生い立ちゆえに、墓地に集う霊たちと会話をするこ
とができるレオが、その能力で「死」に足を踏み入れた
人たちを救っていく、異色のダークファンタジー。

おすすめ 新刊案内

定休館日

定休館日

定休館日

定休館日
祝日休館

昭和の日

定休館日

第三日曜日

2016 4 月の予定 ※掲載している行事などは、都合により変更する場合が
　あります。詳しくはお問い合わせください。

お知らせ

　けんちゃんのかあちゃんは、美容師をしていて毎日忙
しい。となりのまこちゃんが、毎晩絵本を読んでもらっ
ていると知ったけんちゃんは、かあちゃんに「えほんを
よんで」と言おうとするが…。

児童書 絵本

『かあちゃん
　　えほんよんで』
北村裕花／絵　かさいまり／文
絵本塾出版

児童書 よみもの

『墓守りのレオ』
石川宏千花／著
小学館

おはなし会

おはなし会古典学習会
やまびこ

（直瀬）

やまびこ

（明神・父二峰）

やまびこ

（美川）

やまびこ

（畑野川）

わくわく
科学教室

月末整理日

休館日

やまびこ

（美川・柳谷）

一般書 小説

ささゆり読書会

やまびこ
（面河）

募集！ 新規 読書グループ
～ 読書会、はじめませんか？ ～
　気の合う人たちとグループをつくって
同じ本を読み、月に一度「読書会」を開い
て感想を話し合い、意見などを交換しま
す。おしゃべりも交えてみんなと楽しい
ひとときを過ごしながら、読書の幅も広
がります。
　ぜひこの機会に、読書グループをつくっ
て、読書を楽しんでみませんか？ グルー
プの人数は何人でもかまいません。お誘
い合わせのうえ、図書館へお申し込みく
ださい。

第70回 わくわく科学教室
仮説実験「光と虫めがね」
【日時】４月23日（土）
　　　　午後１時30分～３時30分
【場所】久万高原町立図書館
　　　　視聴覚室
※ 参加希望の方は、図書館へお申し込みください。
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みんなで一緒に

健康づくり
久万保健センター
TEL（21）2700　FAX（21）0934

　　　　：�赤ちゃんは、お母さんのおなかの中で生まれるまでにカルシウムを譲り受け
て骨に蓄えます。妊娠中の低栄養は要注意です。

　　　　　　　　　　：１年間に約11％も骨へのカルシウム貯蓄量を増やします。
　　　　　　　　　　　骨にカルシウムを貯蓄する絶好の機会です。

12歳～14歳の一日カルシウム量の目安／900mg

　　　　 ：体力にも自信があり、忙しくて骨粗しょう症の予防まで気が回らない時期です。
　　　　　 10代で増やした骨のカルシウムを減らさないよう気をつけましょう。
　　　　　 （※タバコは、カルシウム吸収を妨げ、女性ホルモンの働きも低下させます。
　　　　　 男女ともに禁煙を！！）

　　　　 ：少しでも骨の減少の速度を緩めるために、ながら運動をこころがけましょう。
　　　　　 定期的に骨粗しょう症検診を受けて自分の骨の状態を知りましょう。

　　　　 ：骨折予防のために知っておきたい「ぬ」「か」「づけ」
　　　　　 「ぬ」：濡れたところ、キッチンや洗面所、お風呂場、玄関のタイル（雨の日）

　　　　　 「か」：階段や段差のあるところ

　　　　　 「づけ」：片づけ、読んだ雑誌や新聞を広げたままなど

赤ちゃん

小学校高学年頃の女子
中学生頃の男子　　　

20歳以降

50歳以降

65歳以降

骨の仕組みを知って骨を強くしよう！！骨の仕組みを知って骨を強くしよう！！
－年代ごとに骨の健康対策はちがいます－

227mg

牛乳
コップ1杯

●冬であれば１時間程度、夏なら木蔭で30分ほど
●肌に紫外線があたる事で作られるビタミンDの量は、食べ物から得られる量より多い

日光にあたると骨を強くするビタミンDが作られます

●骨には負荷がかかると、その負荷に応じて、骨自身を強くする仕組みがあります
●運動の刺激によって骨にカルシウムが沈着しやすくなります
●血流がよくなることで、骨をつくる細胞（骨芽細胞）が活発になります

骨ってすごい!（^^）!

①　エネルギーの摂りすぎを抑える︰脂身の多い肉を控え、魚、きのこ、海藻、野菜を意識的に摂る
②　�太りやすい食べ方の改善︰朝食を抜いたり、寝る前の食べ過ぎは肥満のもと、夕食は寝る３時間前までに

軽めに食べる
＜おすすめメニュー＞●きのことちりめんじゃこの雑炊＋溶き卵
※大さじ２杯のちりめんじゃこを食べると約52ｍｇのカルシウムを摂る事ができる。桜エビでもOK

ダイエット中の皆さんへ！！お勧めダイエット法（*^_^*）

●�妊婦や若い女性の低栄養が、その子どもの将来の高血圧や糖尿病といった生活習慣病の
リスクを高めます

低栄養って怖い（>_<）

食生活見直し
のポイント
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4月くらしのカレンダー

1 金

2 土

3 日
◆中津さくらまつり／9時～15時／西村大

師堂・旧中津小学校

医 久万高原町立病院� 　21-1120　　21-1121

4 月

5 火
◆司法書士法律相談／10時～正午／社協

本所

6 水

7 木

8 金
◆小学校入学式

◆小・中始業式

9 土

◆関西セブンズフェスティバル（えひめ国

体競技別リハーサル大会ラグビーフット

　ボール競技）／9時30分～／久万高原町ラ

　グビー場（～10日　10日は10時～開催）

10 日
◆「創作こけしの世界」最終日／道の駅天

空の郷さんさん情報室2階

医西本医院� 　　21-1135　　21-1136

11 月 ◆中学校入学式

12 火 ◆幼稚園入園式

13 水

14 木

15 金
◆面河山岳博物館・夜の講座「愛媛と久万

高原の藻類」／19時～20時／ふるさと

創造の館こかげ

※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。

休日当番医医

16 土

◆道の駅オープン2周年記念イベント／道
の駅天空の郷さんさん（～17日）

◆久万美アート夜話（第48夜）／19時～
／久万美術館

17 日 医 うつのみや内科�　　21-3353　　21-3352

18 月

19 火
食育の日
◆紅葉の会／10時～正午／久万保健セン

ター

20 水
◆町長室開放デー／13時～
◆心配ごと相談／９時～正午／久万町民

館・面河住民センター

21 木

◆乳がん・子宮がん検診／13時～13時45
分／直瀬住民センター

◆1歳6ヶ月児・3歳6ヶ月児健診／12時
30分～13時／久万保健センター

22 金

23 土
環境美化の日
◆秋本栄氏写真展／道の駅天空の郷さんさ

ん情報室2階（～5月8日）

24 日

◆門前市　遊食祭くまくるまるしぇ／10
時～14時／久万町商店街

◆「第2回くままちひなまつり」最終日／
久万町商店街

医 久万高原町立病院� 　21-1120　　21-1121

25 月

26 火

27 水

28 木
◆乳がん・子宮がん検診／13時～13時45

分／西明神創作館

29
昭和の日

金
◆企画展「ソウシチョウ」／6月19日まで

／面河山岳博物館
医直瀬クリニック�　　31-0011　　31-0011

30 土

4月の町税等の納付
口座振替　4月25日㈪
納 期 限　5月 2 日㈪
納期限内に納めましょう

■お知らせ
町ではごみの堆肥化・減量に役立てていただくため、
生ごみ処理容器（コンポスト）などの購入の補助を
行っています。
問い合わせ︰役場環境整備課　環境衛生班
　　　　　　TEL 21－1111（内線204）
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「
真
っ
白
な　

冬
の
色
が　

パ
ス

テ
ル
色
に　

変
わ
る
頃
…
」
と
、

商
店
街
に
く
ま
ま
ち
ひ
な
ま
つ
り

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が
流
れ
始
め
、

久
万
高
原
町
に
春
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
今
年
の
ひ
な
人
形
も
工
夫

を
凝
ら
し
た
も
の
が
並
び
、
見
飽

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

私
事
で
す
が
、
体
調
不
良
と
な

り
、
広
報
１
・
２
月
号
の
作
成
全

て
を
職
場
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
忙
し
い
中
、
心
温
ま

る
協
力
体
制
に
頭
が
下
が
る
思
い

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

（
秋
本
）

映
画
上
映
な
ど
も
行
わ
れ
た
娯
楽

の
拠
点
の
公
会
堂
）」
が
あ
り
ま
す
。

「
土
居
家
」
の
母
屋
は
、
天
保
12
年

（
１
８
４
１
年
）
の
建
築
で
、
敷
地

内
の
土
居
邸
庭
園
は
、
町
指
定
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
座
敷
に
面

し
て
の
石
組
み
の
力
強
さ
と
、
桃
山

風
の
華
麗
さ
を
表
現
し
た
名
庭
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
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宗
泉
寺
」

に
は
、
推
定
樹
齢
約
３
４
０
年
の
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い
ち
い
の
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別
称
・
あ
ら
ら

ぎ
）
が
あ
り
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鎌
倉
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代
こ
ろ
の
築

庭
と
い
わ
れ
る
鍾
乳
洞
か
ら
湧
水
を

利
し
た
庭
園
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
の
終
わ
り
こ
ろ
ま
で
、
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

時
、
寺
境
内
に
や
ぐ
ら
を
立
て
て

　

大
川
中
通
自
治
会
は
、
国
道
33
号

沿
い
に
あ
る
美
川
小
学
校
か
ら
県
道

美
川
小
田
線
を
、
南
西
に
３
㎞
ほ
ど

進
ん
だ
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
標
高

１
３
７
９
ｍ
の
狼ろ

う

ケが

城じ
ょ
う

山
の
麓
、
田

畑
の
広
が
る
大
川
地
区
の
ほ
ぼ
中
央

に
広
が
る
集
落
で
す
。

　

自
治
会
の
戸
数
は
、
昭
和
60
年
代

に
は
25
戸
ほ
ど
あ
り
、
ま
た
そ
れ
以

前
に
は
鍛
冶
屋
、
精
米
・
製
粉
屋
、

豆
腐
屋
な
ど
も
あ
り
、
大
変
活
気
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
14
戸
と
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

集
落
に
は
、
古
来
よ
り
続
く
旧
庄

屋
「
土
居
家
」、「
宗そ

う

泉せ
ん

寺じ

」、「
大

川
集
会
所
（
前
身
は
、
村
芝
居
や

盆
踊
り
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
方
が
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
時
の
移
り

変
わ
り
と
共
に
、
美
川
小
学
校
に
場

所
を
移
し
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
高
齢
化
・
過
疎
化
の
影

響
に
よ
り
、自
治
会
活
動
も
難
し
く
、

特
筆
す
べ
き
行
事
な
ど
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
互
助
の
気
持
ち
強
く
、
気
配

り
・
目
配
り
よ
ろ
し
く
、
皆
で
助
け

合
い
、
い
つ
ま
で
も
活
気
あ
る
集
落

と
な
る
よ
う
務
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
次
回
は
久
万
地
区

下
永
子
自
治
会
で
す
。

編
集
後
記

▲自治会の皆さん

▲土居邸庭園▲宗泉寺

美川地区

大川中通自治会（14戸）

▲集落の様子

人のうごき（平成28年２月末現在）

人　口 前月比
男性　4,218人（10人） －10人
女性　4,771人（30人） －18人
合計　8,989人（40人） －28人

世　帯 前月比
　　　4,653戸（35戸） －14戸

※注　外国人の方を含めています。（　）は外国人数


